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「南海トラフ地震に関連する情報」への対応とお願い 

 

気象庁は、平成２９年１１月１日より、中央防災会議防災対策実行会議における「南海

トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキンググループ」の報告を受け、

新たな防災対応が定められるまでの当面の間、「南海トラフ地震に関連する情報」を発表

するとしています。これに伴い、東海地震のみに着目した情報（東海地震に関連する情報）

の発表は行わないとしています。また、「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）」が発

表されたときは、「家具の固定や避難場所・避難経路の確認、家族との安否確認手段の取

り決めや家庭における備蓄の確認」など、日頃からの地震への備えを再確認するよう促し

ています。 

  現時点では、新たな防災対応が未だ発表されておりませんので、本校としましてもそれ

に合わせた対応方針の策定には至っておりません。従いまして当面の間は従来の方針を継

続させていただくことになります。新たな防災対応が発表され次第、本校としての対応方

針をお知らせいたします。 

 参考として、裏面に従来の対応を掲載させていただきました。保護者の皆様も地震情報

には十分に気をつけ、対処の仕方など普段からお子様と話し合い、冷静に行動できるよう

心がけていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成３０年６月１９日 
保護者 様 

三重大学教育学部附属中学校 
校長  牧原 義一 

 
大地震・津波に関する対応とお願い 

 
 平成２９年１１月１日より、気象庁は「南海トラフ地震に関連する情報」の運用を始め
ました。これに伴い「東海地震に関連する情報」の発表は行わないとしています。そして、
「南海トラフ地震に関連する情報（臨時）」が発表されたときは、「家具の固定や避難場
所・避難経路の確認、家族との安否確認手段の取り決めや家庭における備蓄の確認」など、
日頃からの地震への備えを再確認するよう促しています。 
  この「南海トラフ地震に関する情報（臨時）」は幅広い内容で、詳細な防災対応も未だ
発表されておりません。そこで、本校といたしましても、南海トラフ地震に特化した対応
方針は現段階では策定できません。 
 従いまして当面の間、本校では、大地震や津波につきまして、下記のような対応をとら
せていただきます。何とぞご理解ご協力を賜りますよう、お願いいたします。 
 また、各ご家庭におかれましても、地震情報には十分にご留意の上、対処の仕方など普
段からお子様と話し合っていただき、冷静に行動できるよう備えを進めていただきますよ
う、よろしくお願いいたします。 
 

記 
 
登校前  
 
１ 津市において震度５強以上の地震が発生したり、津波警報による避難勧告・大津波
警報による避難指示が発令されたりした場合は休校とします。安全な場所に避難する
など、各家庭で安全を確保してください。学校再開の連絡があるまで登校見合わせと
します。また、津市以外において震度５強以上の地震が発生したり、津波警報による
避難勧告・大津波警報による避難指示が発令されたりした場合、当該地域に居住する
生徒は登校見合わせとします。安全な場所に避難するなど、各家庭で安全を確保して
ください。安全な登校ができるまで登校を見合わせてください。 

 
２ 津市において震度５弱の地震が発生した場合は、学校から連絡があるまで登校見合
わせとします。また、津市以外において震度５弱の地震が発生した場合は、当該地域
に居住する生徒は、安全な登校ができるまで登校を見合わせてください。 

 
３ 震度４の場合、通常通りの登下校とします。 

 
４ いずれの場合も、登校においては、居住地の状況や道路、交通の状況などについて、
安全を第一に判断し、危険が予想される場合は登校を見合わせ、その旨、連絡してく
ださい。 

 
始業後  
 
 津市において震度５強以上の地震が発生したり、津波警報による避難勧告・大津波警
報による避難指示が発令されたりした場合は、ただちに授業を打ち切り、保護者や保護
者から依頼を受けた方（災害等緊急時出迎え者確認カードに記載された方）の出迎えが
あるまで、附属中学校の敷地内の安全と思われる場所で待機させます。カードで確認の
上，担任等が出迎えの方に生徒を引き渡します。また、附属中学校以外の場所に移動す
る時には、事務室前に居場所を掲示します。ただし、津波による避難勧告、避難指示の
発令中は、解除されてからの出迎えなど、安全第一の判断をお願いいたします。 
 なお、震度５弱以下の場合であっても、安全確保の後、授業継続の可否を判断し、状
況によっては震度５強と同様の措置をとらせていただくことがあります。 

 
その他  
 
１ 登下校途中で地震が起こった場合の待ち合わせ場所（自宅または学校に向かうかな
ども含め）や連絡の仕方、崩れやすい法面やブロック塀など危険箇所の確認など、日
頃からお子さまと十分に話し合っておいてください。 

 
２ 原則として学校への電話での問い合わせはご遠慮ください。公的な電話が受けられ
なくなったり、学校からの連絡ができなくなったりします。 
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